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ＱＣＤ＆ＩＱＣＤ＆Ｉをスローガンとするお客様中心ビジネスをスローガンとするお客様中心ビジネス

 オープンプラットフォーム技術オープンプラットフォーム技術

 携帯電話端末搭載ソフトウェア国際携帯電話端末搭載ソフトウェア国際
標準技術標準技術

 位置情報サービス　位置情報サービス　

 地上デジタル放送技術地上デジタル放送技術

 ベクトル描画技術ベクトル描画技術

 ＸＭＬＸＭＬ

 ロボットソフトウェア共通化技術ロボットソフトウェア共通化技術

４０年の実績のあるリアルタイムソフトウェアビジネス（フロー）とリアルタイムソリューションビジネス（ストック）の

両輪で、ビジネスを拡大する

リアルタイムソリューションビジネスは、コアテクノロジーを製品化し、それを核とした様々なビジネスモデルに

チャレンジし、業績を向上させる　　⇒　ストック型のビジネス

リアルタイムソフトウェアビジネスは、コアテクノロジーを核とする主体的なビジネスで高付加価値化を目指し、

業績のベースを確保する　　⇒　フロー型のビジネス

コアテクノロジーコアテクノロジー研究開発研究開発

リアルタイム製品リアルタイム製品

　国からの研究受託　国からの研究受託

 他社や大学との共同研究他社や大学との共同研究

　「New Element to New System」

New Element による New Systemで不可能を可能に、

それが最高のお客様満足度に、ビジネスの高付加価値化に繋がる



55
Copyright © 2011 Systems Engineering Consultants CO.,LTD. All rights reserved.

セックの技術サービスセックの技術サービス

技術サービス技術サービス

リアルタイムソフトウェアリアルタイムソフトウェア
リアルタイム

ソリューション

リアルタイム
ソリューション

技術
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技術
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ビジネスフィールドビジネスフィールド
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携帯電話端末搭載

ｿﾌﾄｳｪｱ国際標準技術

ｵｰﾌﾟﾝﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ技術

携帯電話端末搭載

ｿﾌﾄｳｪｱ国際標準技術
基幹ネットワーク基幹ネットワーク

RealtimePower
シリーズ

air LooK
air Cube

air SmartG
Karearea

リアルタイム製品を

核とするビジネス

RealtimePower
シリーズ

air air LLooooKK
air air CubeCube

airair SmartGSmartG
Karearea

リアルタイム製品を

核とするビジネス

ワイヤレスワイヤレス
スマートフォン
携帯電話端末
携帯情報端末

スマートフォン
携帯電話端末
携帯情報端末

インターネットインターネット ベクトル描画技術
XML
ベクトル描画技術
XML WebシステムWebシステム

社会基盤システム社会基盤システム

宇宙先端システム宇宙先端システム 人工衛星搭載機器
ロボット

人工衛星搭載機器
ロボット

ロボットソフトウェア
共通化技術

ロボットソフトウェア
共通化技術

ロケット
人工衛星
天文

ロケット
人工衛星
天文

地上デジタル放送技術地上デジタル放送技術

非接触型IC
情報家電
車載端末

非接触型IC
情報家電
車載端末

位置情報サービス技術位置情報サービス技術
防衛
交通(航空,ITS)
環境エネルギー

防衛
交通(航空,ITS)
環境エネルギー
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決算概要決算概要
（２０１１年３月期）（２０１１年３月期）
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事業環境事業環境
20112011年３月期の事業環境年３月期の事業環境

　　　　平成22年４月以降の月別売上高は、前年同月比で３月まで連続で減少しており、IT需要は依然として低迷して

いた。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報サービス業売上高前年同月比推移情報サービス業売上高前年同月比推移（経済産業省：特定サービス産業動態統計）（経済産業省：特定サービス産業動態統計）

　　　　

　　　　　　　　
　　　　
 業界全般業界全般

受託開発ビジネスは、クラウドコンピューティングによるストック型ビジネスへの対応

携帯電話ビジネスは、オープンプラットフォームによるビジネスモデルに大きな変化

 当社当社

競争入札やコンペが増加し、受注の見通しがたてにくい状況

クラウドコンピューティングに関しては、直接の影響はほとんどなかったが、オープンプラットフォームの影響あり

Ａｎｄｒｏｉｄ開発実績の先行優位とワンセグソリューションのワンストップ化の提案でコンペに対応

-8.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

単位：％
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201201１年３月期重点テーマ１年３月期重点テーマ総括総括

本社移転で社員の力を結集し受注競争力をアップする本社移転で社員の力を結集し受注競争力をアップする

NEDOからの環境エネルギー分野の共同研究が加わった。

airCubeのAndroid版を開発し、販売を開始した。現在、追加機

能を開発中である。

研究開発は、NEDOからの受託研究に絞りビジネス化にむけて　

　資源を集中する。

製品開発は、airCube（地上デジタル放送用組込みソフトウェア）

　のAndroid版を開発する予定。

地上デジタル放送や電子マネーに関連するAndroid商談を獲　

　得し、好調であった。

環境エネルギー分野は、国からの共同研究の受託にとどまっ

　た。商談数は多かったものの、受注金額は少額であった。

オープンプラットフォームにガラパゴス（地上デジタル放送、電子
　マネーなど）、ここにビジネスチャンスあり。

上期はＡｎｄｒｏｉｄなどオープンプラットフォーム、下期は環境エネ
　ルギー分野の商談の獲得を目指す。

7月中旬に本社移転は予定どおり完了した。本社移転によりコ

ミュニケーション改善やスペースコスト削減などの効果あり。

受注高は前期比増で成果あり。

但し、コンペが増加したことにより、商談の発生から確定まで、

時間が長くなる傾向だった。

本社移転：東京都世田谷区用賀（世田谷ビジネススクエア）

　渋谷区の２拠点に分散しているオフィスを集約し効率化、執務ス
　ペースの確保とスペースコストの削減を目指す。

企画営業部を中心に活発な提案を主体にした営業活動を継続、

　商談を受注につなげる。獲得した商談は、改めてＱＣＤ＆Ｉによる

　お客様満足度を向上させる。

総括総括期初方針期初方針

短期業績の確保と成長投資のバランスの確保：短期業績の確保と成長投資のバランスの確保：選択と選択と集中集中

成長が期待できる市場に参入する成長が期待できる市場に参入する：：オープンプラットフォームオープンプラットフォームと環境エネルギーと環境エネルギー

他社との競争に勝ちマーケットを他社との競争に勝ちマーケットを奪う：奪う：活発活発な商談活動の継続と競争優位の確保な商談活動の継続と競争優位の確保
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20112011年年３月期総括３月期総括

前年同期比で前年同期比で減収、営業減益となったが、経常利益は増益を確保減収、営業減益となったが、経常利益は増益を確保

売上高は計画を下回り前年同期比で減収、利益面は営業減益、経常増益売上高は計画を下回り前年同期比で減収、利益面は営業減益、経常増益

売上高は、計画達成率９１％、前年同期比９５％、受注の確定が期末に集中、売上計上が次期にずれ込む。
　製品開発、研究開発に人的資源を積極的に配分したことも短期業績に影響した。

営業利益は、計画達成率７３％、前年同期比９１％、経常利益は、計画達成率９４％、前年同期比１０３％、

　研究開発費の増加が営業利益を押し下げたが、補助金が増加して経常利益は増加した。

受注高は前年同期比で増加、受注残高は計画を上回り前年同期比でも増加受注高は前年同期比で増加、受注残高は計画を上回り前年同期比でも増加

受注高は、計画達成率９７％、前年同期比１０５％、 Android商談が活発でほぼ計画どおり。

受注残高は、計画達成率１４０％、前年同期比１５４％と計画を上回った。

社会基盤システムＢＦの減少をカバーできず、社会基盤システムＢＦの減少をカバーできず、AndroidAndroid商談は活発で受注は好調商談は活発で受注は好調

社会基盤システムＢＦの大型案件の減少を他のＢＦでカバーできず。

Android商談は活発で受注は好調だった。ワイヤレスＢＦでは、携帯電話とスマートフォンの切替時期だった。
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９３．２９３．２

８９．２８９．２

９１．５９１．５

９０．９９０．９

計画達成率計画達成率

（％）（％）

９０９０

２２０（２２０（７．４％）７．４％）

１５０（１５０（５．１％）５．１％）

６００６００

７５０７５０

２，２１０２，２１０

２，９６０２，９６０

期初予想期初予想

（百万円）（百万円）

８０８０

　　 ２０６（２０６（７．７％）７．７％）

１０９１０９((４．１％４．１％))

５５９５５９

６６８６６８

２，０２１２，０２１

２，６９０２，６９０

２０１１年３月期２０１１年３月期
（百万円）（百万円）

６９．３６９．３１１５１１５当期純利益当期純利益

１０２．８１０２．８２０１２０１((７．１％７．１％))経常経常利益（利益率利益（利益率））

９１．１９１．１１２０（１２０（４．３％４．３％))営業営業利益（利益率利益（利益率））

９９．８９９．８５６０５６０販売管理費販売管理費

９８．３９８．３６８０６８０売上総利益売上総利益

９４．３９４．３２，１４４２，１４４売上原価売上原価

９５．３９５．３２，８２４２，８２４売上高売上高

前年同期比前年同期比
（％）（％）

２０１０年３月期２０１０年３月期

（百万円）（百万円）

売上原価売上原価 　　経費削減、経費削減、製品開発への資源配分の増加による減少（製品開発費：１０３百万円）

販売管理費販売管理費 　　研究開発費が増加（９９百万円、前年同期比２９％増）、本社移転費用は営業費用として約２０百万円

営業外損益営業外損益 　　受託研究の補助金収入は、ロボットに環境エネルギーが加わり増加（７３百万円、前年同期比１６％増）

特別損失特別損失　　　　 資産除去債務会計基準適用影響額１１百万円

　　　　　　　　　本社移転による固定資産除却損１２百万円、移転関連費用４４百万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　

損益計算書損益計算書

研究開発費・製品開発費増加、移転費用発生
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売上高 営業利益 営業利益率

売上高 439 643 768 816 638 691 740 753 632 638 680 739

営業利益 -138 85 88 55 -10 42 17 70 -57 32 47 87

営業利益率 -31.5% 13.4% 11.5% 6.8% -1.70% 6.20% 2.40% 9.40% -9.10% 5.10% 7.00% 11.80%
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四半期四半期業績推移（ＰＬ）業績推移（ＰＬ）

単位：百万円

上期は減収減益だった。売上高が計画を下回ったが、計画内の赤字となった。

下期は、第３四半期、第４四半期ともに減収増益になり、底打ちの傾向となった。
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受注残高 647 830 503 462 501 665 522 418 525 697 601 642

売上高 439 643 768 816 638 691 740 753 632 638 680 739

受注高 835 825 441 774 677 855 598 649 739 811 584 779
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四半期業績推移（受注）四半期業績推移（受注）

単位：百万円

受注高は、上期、下期ともに前期を上回ったが、計画を下回った。

受注残高は、前期及び計画を大幅に上回っており、回復基調となった。
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モバイルネットワーク オープンプラットフォームとネットワーク管理が堅調　　　　　　　　 ⇒ 　売上高は増加、利益面も増加

ワイヤレス　　　　　　　 スマートフォンが堅調だが既存携帯電話が減少　　　　　　　　 ⇒ 　売上高は減少、利益面も減少

インターネット　　　　　 入札・コンペによる新規案件や新規顧客の獲得により増加 ⇒ 　売上高は増加、利益面は減少

社会基盤システム　 防衛などの大型技術アプリケーションの開発が減少 　　　　⇒ 　売上高は減少、利益面も減少

宇宙先端システム　　　 宇宙分野一部縮小、研究機関向け技術アプリケーション増加　　⇒ 　売上高は増加、利益面は減少

ソリューション　　　　　　　　　 airCubeのロイヤリティ収入の増加　　　　　　 　　　　⇒ 　売上高は増加、利益面も増加

ＢＦ別の状況ＢＦ別の状況

社会基盤システムＢＦが大幅社会基盤システムＢＦが大幅に減少に減少したが、モバイルネットワークＢＦが増加したが、モバイルネットワークＢＦが増加

計画達成率計画達成率
（％）（％）

構成比構成比
（％）（％）

売上高売上高
（百万円）（百万円）
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１００．０１００．０
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１２６．８１２６．８

９５．３９５．３

１１８．３１１８．３

１０１．６１０１．６

６４．８６４．８

１１６．２１１６．２

９０．２９０．２

１２９．７１２９．７

前年前年

同期比同期比

（％）（％）

１００．０１００．０２，８２４２，８２４合計合計

３．１３．１８６８６ソリューションソリューション

１０．６１０．６３００３００宇宙先端システム宇宙先端システム

１８．９１８．９５３２５３２社会基盤システム社会基盤システム

１６．７１６．７４７２４７２インターネットインターネット

４２．０４２．０１，１８７１，１８７ワイヤレスワイヤレス

８．７８．７

構成比構成比
（％）（％）

売上高売上高
（百万円）（百万円）

２４４２４４モバイルネットワークモバイルネットワーク

２０１０２０１０年３月期年３月期

ビジネスフィールドビジネスフィールド
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技術サービス別の状況技術サービス別の状況

エンベデッドソフトウェアは、Androidスマートフォンが好調だったが、既存の携帯電話端末が減少し、構成比率

　が減少した。

技術アプリケーションは、ほぼ前期並みで、構成比率は増加した。

ユビキタス社会は、我々の身の回りの全てのものがネットワークに接続されている社会であり、情報端末を使っ

　たこれからのクラウドコンピューティングを実現する上では、エンベデッドと技術アプリの両技術を保有している

　ことが強みとなる。

エンベデッド（端末）と技術アプリ（サーバ）の両技術の保有が強みエンベデッド（端末）と技術アプリ（サーバ）の両技術の保有が強み

構成比構成比
（％）（％）

売上高売上高
（百万円）（百万円）

２，６９０２，６９０

１０２１０２

１，１３８１，１３８

２１２２１２

１，２３７１，２３７

２０１１年３月期２０１１年３月期

１００．０１００．０

３．８３．８

４２．３４２．３

７．９７．９

４６．０４６．０

１１８．３１１８．３３．１３．１８６８６ソリューションソリューション

９１．３９１．３４８．０４８．０１，３５４１，３５４エンベデッドソフトウェアエンベデッドソフトウェア

９５．３９５．３

９８．３９８．３

９４．２９４．２

前年前年

同期比同期比
（％）（％）

１００．０１００．０２，８２４２，８２４合計合計

４１．０４１．０１，１５７１，１５７技術アプリケーション技術アプリケーション

８．０８．０２２５２２５コアテクノロジーサービスコアテクノロジーサービス

構成比構成比

（％）（％）

売上高売上高
（百万円）（百万円）

２０１０２０１０年３月期年３月期

技術サービス技術サービス
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期末（期末（20112011年年33月末）の受注状況月末）の受注状況

受注高は、計画を下回ったが、前年同期比では１３４百万円の増加

受注残高は、計画を上回り、前年同期末比でも２２４百万円の増加

ＢＦ別では、宇宙先端システム以外のＢＦの受注残高が前期より大幅増

前期を２億円超上回る受注残高で今期がスタート前期を２億円超上回る受注残高で今期がスタート

９７．１９７．１

１５６．１１５６．１

９４．４９４．４

６３．９６３．９

１１８．９１１８．９

８９．８８９．８

１４９．５１４９．５

計画達成率計画達成率

((％％))

１４０．１１４０．１

２５３．９２５３．９

１５１．４１５１．４

８５．２８５．２

１６１．４１６１．４

１１０．３１１０．３

１６５．４１６５．４

計画達成率計画達成率

((％％))
受注残高受注残高
((百万円百万円))

受注高受注高
((百万円百万円))

２，９１４２，９１４

１５６１５６

２９７２９７

３８４３８４

５９４５９４

１，１０８１，１０８

３７３３７３

２０１１年３月期２０１１年３月期

６４２６４２

８８８８

７８７８

６９６９

１２０１２０

１４２１４２

１４３１４３

１５３．５１５３．５

２５３．９２５３．９

９０．６９０．６

２２８．３２２８．３

１６１．４１６１．４

１３５．５１３５．５

１６５．４１６５．４

受注残高受注残高

前年同期比前年同期比
((％％))

４１８４１８２，７８０２，７８０合計合計

３４３４　１１７　１１７ソリューションソリューション

８７８７３６８３６８宇宙先端システム宇宙先端システム

３０３０４５４４５４社会基盤システム社会基盤システム

７４７４４７３４７３インターネットインターネット

１０４１０４１，１１３１，１１３ワイヤレスワイヤレス

８７８７

受注残高受注残高
((百万円百万円))

受注高受注高
((百万円百万円))

２５４２５４モバイルネットワークモバイルネットワーク

２０１０２０１０年３月期年３月期

ビジネスフィールドビジネスフィールド
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貸借対照表貸借対照表

　　

３２．７％３２．７％

６７７．０％６７７．０％

８８．４％８８．４％

３，９７１３，９７１

３，５１０３，５１０

４４４４

４１７４１７

１，１４８１，１４８

２，８２３２，８２３

２０１１年３月末日２０１１年３月末日

３．２ポイント減３．２ポイント減３５．９％３５．９％固定比率固定比率

７８．２ポイント増７８．２ポイント増５９８．８％５９８．８％流動比率流動比率

２．９ポイント増２．９ポイント増８５．５％８５．５％自己資本比率自己資本比率

▲１４２▲１４２４，１１３４，１１３総資産総資産

▲７▲７３，５１７３，５１７純資産純資産

▲７６▲７６１２０１２０固定負債固定負債

▲５９▲５９４７６４７６流動負債流動負債

▲１１３▲１１３１，２６１１，２６１固定資産固定資産

▲２８▲２８２，８５１２，８５１流動資産流動資産

増減増減２０１０年３月末日２０１０年３月末日

単位:百万円

流動資産流動資産 主に現金及び預金の減少、売掛金の増加

固定資産固定資産 主に差入保証金の減少、移転に伴う有形固定資産の増加、製品開発による無形固定資産の増加

流動負債流動負債 主に買掛金の減少

固定負債固定負債 主に役員退職慰労引当金の減少
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単位:百万円

営業キャッシュ営業キャッシュ･･フローフロー　　　　本社本社移転による支出が多かったこと、期末に売上債権が多く残ったことにより支出増

投資キャッシュ投資キャッシュ･･フローフロー　　　　固定資産の取得による支出は増加、差入保証金回収による収入により支出減

財務キャッシュ財務キャッシュ･･フローフロー　　　　配当金支払額の増加による支出増

キャッシュ･フロー計算書キャッシュ･フロー計算書

２，３５２２，３５２

５００５００

１，８５２１，８５２

２３５２３５

▲５１▲５１

▲８６▲８６

３７４３７４

２０１０年３月期２０１０年３月期

▲１９９▲１９９２，１５３２，１５３参考）現預金＋長期性預金参考）現預金＋長期性預金

００５００５００参考）長期性預金参考）長期性預金

▲１９９▲１９９１，６５３１，６５３現金及び同等物期末残高現金及び同等物期末残高

▲４３４▲４３４▲１９９▲１９９現金及び同等物の増減額現金及び同等物の増減額

▲２５▲２５▲７６▲７６財務活動によるキャッシュ･フロー財務活動によるキャッシュ･フロー

２６２６▲６０▲６０投資活動によるキャッシュ･フロー投資活動によるキャッシュ･フロー

▲４３２▲４３２▲５８▲５８営業活動によるキャッシュ･フロー営業活動によるキャッシュ･フロー

増減増減２０１１年３月期２０１１年３月期
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今期業績見通し今期業績見通し

（２０１２年３月期）（２０１２年３月期）
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201201２年３月期業績見通し２年３月期業績見通し

１５０１５０

２７０２７０

１００１００

（３．４％）（３．４％）

６７０６７０

７７０７７０

２，１３０２，１３０

２，９００２，９００

２０１２年３月期２０１２年３月期
見通し見通し

１８７．０１８７．０８０８０当期純利益当期純利益

１３０．６１３０．６２０６２０６経常利益経常利益

９１．３９１．３

（０．７ポイント減）（０．７ポイント減）

１０９１０９

（４．１％）（４．１％）

営業利益営業利益

　　（営業利益率）　　（営業利益率）

１１９．８１１９．８５５９５５９販売管理費販売管理費

１１５．１１１５．１６６８６６８売上総利益売上総利益

１０５．４１０５．４２，０２１２，０２１売上原価売上原価

１０７．８１０７．８２，６９０２，６９０売上高売上高

前期比前期比
（％）（％）

２０１１年３月期２０１１年３月期
実績実績

単位:百万円

景気回復の遅れや震災の影響でＩＴ需要の回復は遅れると予想され、厳しい事業環境は継続するが、商談状

況は悪くなく、前期を上回る受注残高で期初をスタート。

研究開発費の増加（予算：２０３百万円）で営業利益は減益を見込むが、対応する補助金収入（予算：１５８百

万円）で経常利益は増益を予定。

前期は本社移転による特別損失があったが今期は特別なものはなく、当期純利益は増益を予定。

売上高は増収、先行投資で営業利益は減益だが、経常利益は増益の見通し売上高は増収、先行投資で営業利益は減益だが、経常利益は増益の見通し
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通期業績の推移通期業績の推移
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単位：百万円
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201201２年２年３月期重点テーマ３月期重点テーマ

変化先取りに注力し、技術提案力で顧客基盤を強化変化先取りに注力し、技術提案力で顧客基盤を強化

研究開発は研究開発は、ＮＥＤＯなどからの受託研究であるロボットのＲＴミドルウェアの機能安全対応と環境エネルギーに　、ＮＥＤＯなどからの受託研究であるロボットのＲＴミドルウェアの機能安全対応と環境エネルギーに　

　重点をおいて取り組む。　重点をおいて取り組む。

製品製品開発は、開発は、airCubeairCube（（地上デジタル放送用組込みソフトウェア地上デジタル放送用組込みソフトウェア）の）のAndroidAndroid版の機能強化中。版の機能強化中。

オープンプラットフォームにガラパゴス（地上デジタル放送、オープンプラットフォームにガラパゴス（地上デジタル放送、電子マネー電子マネーなど）など）、国内仕様対応にフォーカス。、国内仕様対応にフォーカス。

環境エネルギー環境エネルギー分野の分野のビジネス化を推進し、開発案件の受注を目指す。ビジネス化を推進し、開発案件の受注を目指す。

ロボットは、研究開発でＲＴミドルウェアを機能安全対応し、ビジネス化を推進する。ロボットは、研究開発でＲＴミドルウェアを機能安全対応し、ビジネス化を推進する。

技術提案力を主体とした活発な営業技術提案力を主体とした活発な営業活動を継続活動を継続、新規の商談、新規の商談をを開拓し受注開拓し受注につなげるにつなげる。。

獲得獲得した商談は、改めてＱＣＤ＆Ｉにした商談は、改めてＱＣＤ＆Ｉにより、お客より、お客様満足度を向上様満足度を向上させ、リピート商談につなげる。させ、リピート商談につなげる。

期初方針期初方針

変化先取りに注力：変化先取りに注力：研究開発と製品開発に積極投資研究開発と製品開発に積極投資

成長成長が期待できる市場にが期待できる市場に参入する：参入する：オープンプラットフォーム、環境エネルギー、ロボットオープンプラットフォーム、環境エネルギー、ロボット

他社との差別化を図り、競争優位を確保して受注につなげる：他社との差別化を図り、競争優位を確保して受注につなげる：ＱＣＤ＆ＩＱＣＤ＆Ｉ
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201201２年３月期ＢＦ別業績見通し２年３月期ＢＦ別業績見通し

予想予想

Ａｎｄｒｏｉｄ版地上Ａｎｄｒｏｉｄ版地上デジタル放送デジタル放送製品を製品を中心に販売を強化し、拡大中心に販売を強化し、拡大ソリューションソリューション

衛星搭載衛星搭載エンベデッドソフトウェア、エンベデッドソフトウェア、国の研究機関の受注国の研究機関の受注も前期並みで、ほぼ横ばいも前期並みで、ほぼ横ばい
宇宙先端宇宙先端

システムシステム

大型の交通分野の開発が完了し、防衛など社会大型の交通分野の開発が完了し、防衛など社会インフラ系の技術アプリケーションインフラ系の技術アプリケーションがが

復調傾向にあるが、まだ不透明感が強く、縮小復調傾向にあるが、まだ不透明感が強く、縮小

社会基盤社会基盤

システムシステム

非接触型ＩＣのエンベデッドソフトウェアは堅調だが、民間非接触型ＩＣのエンベデッドソフトウェアは堅調だが、民間企業が多いため、景気の影企業が多いため、景気の影

響を引き続き受けることを考慮し、ほぼ横ばい響を引き続き受けることを考慮し、ほぼ横ばい
インターネットインターネット

携帯電話開発携帯電話開発の切り替えが完了し、の切り替えが完了し、Ａｎｄｒｏｉｄを搭載したオープンプラットフォームのエＡｎｄｒｏｉｄを搭載したオープンプラットフォームのエ

ンベデッドソフトウェア開発の受注増加をンベデッドソフトウェア開発の受注増加を目指し、拡大目指し、拡大
ワイヤレスワイヤレス

基幹ネットワーク基幹ネットワークは、は、オープンプラットフォームに関連するオープンプラットフォームに関連する日本日本固有機能の通信事業者固有機能の通信事業者

向けサービスの受注を目指し、向けサービスの受注を目指し、拡大拡大

モバイルモバイル

ネットワークネットワーク

期初の方針期初の方針
ビジネスビジネス

フィールドフィールド

オープンプラットフォームがオープンプラットフォームが牽引、ロイヤリティ収入も増加牽引、ロイヤリティ収入も増加
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注力分野の状況注力分野の状況
（オープンプラットフォーム、環境エネルギー、ロボット）（オープンプラットフォーム、環境エネルギー、ロボット）
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オープンプラットフォームオープンプラットフォーム

 状況状況

 2008年よりAndroidスマートフォン向けマーケットの開拓を推進。社員の育成も進み、半数以上の社員が
Android技術に対応。

 「大規模なAndroidスマートフォンソフトウェア開発」と｢日本国内仕様への対応」にフォーカスし、マーケットを計
画どおりに拡大。

 アプリからミドルまでトータルなAndroid向け統合ワンセグソリューションairCube for Androidを開発し
国内複数メーカーに採用される。

 実績実績　　（２０１１年３月期、Android関連売上高：約９億円）

 大規模なAndroidスマートフォンソフトウェア開発
 国内携帯メーカーよりAndroidの大型アプリケーション、ミドルウェア開発を受注
 Androidに関する知識と実績を活かし、キャリア向けコアテクノロジーサービスを受注

 日本国内仕様への対応（オープンプラットフォームにガラパゴスを）
 ワンセグ

 ワンセグソリューションを開発し、複数メーカー（3社）と契約

 電子マネー
 デバイスソフト、ミドルウェアからアプリケーションまでの一貫した開発の継続受注
 キャリア向けクレジット関連のアプリケーション開発を受注

 今後の今後の方針方針（（ＡｎｄｒｏｉｄＡｎｄｒｏｉｄ技術とマルチメディア、電子マネー関連技術の強みをさらに強化しマーケット技術とマルチメディア、電子マネー関連技術の強みをさらに強化しマーケットをを拡大拡大））

 スマートフォン並びにユビキタス機器、電子マネー関連Androidソフトウェア開発のワンストップ化の推進
 ワンセグソリューションairCube for Androidの機能拡張とフルセグ、マルチメディア放送への適用の拡大

 コスト競争力を強め、海外メーカーならびに市場拡大への取組みを推進

国内仕様対応にフォーカス国内仕様対応にフォーカスし、計画どおりマーケットし、計画どおりマーケット拡大拡大
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環境エネルギー環境エネルギー

 状況状況
 2008年度に、急速充電器遠隔監視制御システムを開発し、環境エネルギー分野への取り組みを開始。

 2009年度に、KDDIと共同で、経済産業省、平成21年度「大規模駐車場におけるスマート充電システム実証
事業」で、「スマートチャージシステム」を開発。KDDIと共同で特許を出願。

 2010年度に、NEDOの「蓄電複合システム化技術開発」共同研究委託先に選定され、デンソー、豊田通商と

共に、商用施設用蓄電池付BEMS（Building and Energy Management System）と電気商用車の連携シ

ステムの研究開発と実証検証に参画。

 実績実績　　(２０１１年３月期　受託研究補助金約２０百万円、売上高約５百万円）

 受託開発／製品販売

 急速充電器遠隔監視制御システム「G-EV」販売
 電気自動車充電プラットフォーム「スマートチャージシステム」販売

→豊田通商、地方自治体（2011年度上期予定）
 ＮＥＤＯ共同研究

 「蓄電複合システム化技術開発」の豊田市実証グループに参画

→2010年度にて、ビルの機器・設備等の運転管理によるエネルギー消費量の「見える化」エンジンを開

発。2011年度は、エネルギー需要予測エンジンを開発し、省エネの「見える化」を提案する。

 今後の今後の方針方針

 「スマートチャージシステム」のビジネス化を推進（KDDI、豊田通商とのアライアンス強化）

 商用施設でのＢＥＭＳのビジネス化を推進（デンソー、豊田通商とのアライアンス強化）
 環境エネルギー関連の受託開発案件の獲得

研究成果をソリューション化して他社との共同ビジネスを推進研究成果をソリューション化して他社との共同ビジネスを推進
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ロボットロボット

 状況状況
 2003年からロボットに取り組み、ロボット関連技術を持つ数少ないソフトウェアベンダーで先行優位

 2008年４月にOMG(Object Management Group)で国際標準仕様となったRTC(Robot Technology 
Component)をコアテクノロジー としてビジネス化を推進

 実績実績　　(２０１１年３月期　受託研究補助金約５２百万円、売上高約６０百万円）

 NEDOからの受託研究

 「次世代ロボット知能化技術開発プロジェクト」における２件の受託研究
 「基盤ロボット技術活用型オープンイノベーション促進プロジェクト」の受託研究

 受託開発

 ロボット関連メーカー、大学、国の研究機関からの受託開発

 展示会出展他

 初のＲＴミドルウェア技術に関する入門書の出版、雑誌への記事投函、
論文発表や国際ロボット展などへ参加

 科学技術館「いきものから学ぶロボット展」にインフォメーション
ロボットシステムを出展

 今後の今後の方針方針
 RTミドルウェアの機能安全対応（IEC61508対応）を行い、ビジネス化を推進

 RTミドルウェアを活用した実用ロボットシステムの受託開発

 NEDOからの受託研究ロボットプロジェクトのビジネス化を推進

ユビキタス社会の究極の端末はロボットユビキタス社会の究極の端末はロボット
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配当の方針配当の方針

 配当の方針配当の方針

 原則として安定的に配当する部分と所定の配当性向とを勘案して毎期原則として安定的に配当する部分と所定の配当性向とを勘案して毎期

決定する。配当性向は、当面３０％を目指す。決定する。配当性向は、当面３０％を目指す。安定的安定的に配当する部分は、に配当する部分は、

１株当たり３０円とする１株当たり３０円とする。。

 ２０１１年３月期は、４０周年記念を迎え、株主の皆様のご支援に感謝の２０１１年３月期は、４０周年記念を迎え、株主の皆様のご支援に感謝の

意を表するため、記念配当として１株当たり１０円を加え、合計で４０円意を表するため、記念配当として１株当たり１０円を加え、合計で４０円

の配当とする。の配当とする。

 ２０１２年３月期予想は、安定的に配当する金額である３０円とする。２０１２年３月期予想は、安定的に配当する金額である３０円とする。
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プロジェクトコーナー
（生産性やコミュニケーションを重視したフレキシブルなレイアウト）

お客様ごとのセキュリティルーム
（機密度が高いシステムを開発）

ライブラリコーナー（創造性の向上＆調査）
アメニティースペース

（リフレッシュとコミュニケーションの場）

世田谷ビジネススクエア
（駅直結の利便性と住宅街の利便性が両立）

添付資料添付資料((新本社のご紹介新本社のご紹介))
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この資料についてのご注意この資料についてのご注意

この資料の目的は、当社へのご理解を深めていただくためのＩＲ情報をごこの資料の目的は、当社へのご理解を深めていただくためのＩＲ情報をご
提供することにあり、投資の勧誘を目的としたものではありません。投資提供することにあり、投資の勧誘を目的としたものではありません。投資
につきましては、ご自身でご判断願います。につきましては、ご自身でご判断願います。

この資料には、当社の現在の計画、見通し、戦略など、及び将来の業績この資料には、当社の現在の計画、見通し、戦略など、及び将来の業績
に関する見通しが記載されております。こうした記述は、当社の将来の業に関する見通しが記載されております。こうした記述は、当社の将来の業
績を保証するものではなく、経営環境をはじめ、さまざまな外部的要因の績を保証するものではなく、経営環境をはじめ、さまざまな外部的要因の
影響等により変化しうることをご承知おきください。影響等により変化しうることをご承知おきください。

この資料の作成に際しましては、細心の注意を払っておりますが、内容にこの資料の作成に際しましては、細心の注意を払っておりますが、内容に
つきましていかなる保証を行うものでなく、この資料を使用したことによっつきましていかなる保証を行うものでなく、この資料を使用したことによっ
て生じたあらゆる損害などについて、当社は一切責任を負うものではありて生じたあらゆる損害などについて、当社は一切責任を負うものではあり
ません。ません。
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ユビキタスユビキタス社会の安全と発展のために社会の安全と発展のために

““ RealtimeRealtime@net@net ””

本資料に関するお問い合わせ本資料に関するお問い合わせ

株式会社セック　ＩＲ室株式会社セック　ＩＲ室

電話　０３－５４９１－４７７０電話　０３－５４９１－４７７０

ありがとうございましたありがとうございました


